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神奈川県温泉地学研究所観測だより，第 59 号，2009．

2008 年岩手・宮城内陸地震現地調査報告
小田原啓・板寺一洋・原田昌武（神奈川県温泉地学研究所）

1.　はじめに
　2008 年（平成 20 年）6 月 14 日

午前 8 時 43 分頃、岩手県内陸南部

を震源とするマグニチュード 7.2 の

地震が発生しました。気象庁の発表

によると、震源の位置は、北緯 39

度 01.7 分、 東 経 140 度 52.8 分、

深さ 8 km で、最大震度は 6 強（岩

手県奥州市および宮城県栗原市）で

した。

　温泉地学研究所では、神奈川県で

将来起こりうる地震との比較調査の

ため、地表地震断層の調査、土砂災

害の調査、地震前後の温泉の変化に

関する調査を 2008（平成 20）年 7

月 24 日～ 26 日に行いましたので、

その内容を報告します。

図 1　調査位置図。

　　　実線の四角は国土地理院による断層面（速報）、点線で囲った部分が今回の調査範囲。
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2.　地表地震断層の調査
　今回の地震では、いくつかの地点

で地表地震断層が確認されていま

す。本調査では、一関市柧木立（は

のこだち）に露出した地表地震断

層の観察を行いました。写真 1 は、

地表に現れた地震断層によって傾い

た木です。断層は傾いた木の根元か

ら水田の中（稲の色が違う境目付

近、破線）を通っています。写真 2

は水田の中に現れた地表地震断層で

す。写真の左右で稲の色が違うこと

に気づきます。左側は断層（破線）

で 50cm 程隆起し、一時干上がりま

した。そのため断層を挟んで稲の生

育に差が出たものと考えられます。

写真 3 は、地震断層の延長線上に

ある杉林の地滑りの様子です。断層

線近傍のいたる所で地滑りによる崩

壊が観察されました。

　なお、柧木立の断層では、名古

屋大学のグループによるトレンチ

調査が行われました（鈴木ほか、

2008）。これによると、今回の地震

図 2　調査ルート図。

写真 1　地表に現れた地震断層によって傾いた木。断層

は傾いた木の根元から水田の中（稲の色が違う境目付近、

破線）を通っています。

写真 2　写真の左右で稲の色が違うことに気づきます。

左側は断層（破線）で 50cm程隆起し、干上がったため、

稲の生育に差が出たと考えられます。
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を含め少なくとも3回の活動があっ

たことが報告されています。

3. 山間部における土砂災害
　今回の地震を神奈川県との類似性

という観点から見てみると、岩手・

宮城内陸地震は火山地域（栗駒山）

周辺において発生しており、神奈川

県西部も火山地域（箱根・湯河原）

を抱えています。また今回の地震で

は、山間部における大規模地滑りや

斜面崩壊が顕著でしたが、1923 年

関東地震では丹沢山地が大崩壊した

という記録や根府川では山津波が発

生した記録が残っています。さらに

今回の地震では、土石流による河川

のせき止め（震生湖）が数多く発生

しましたが、関東地震の際にも秦野

市に震生湖が形成されています。

　そこでこのような類似性に着目

し、神奈川県西部地震に対する山地

の崩壊や土砂災害などを想定した調

査を行いました。

3.1. 矢びつダム付近の土砂崩れと橋
の崩落
　写真 4 は、一関市矢びつダム付

近の国道 342 号線の土砂崩れの様

子です。調査時点では、国道はこれ

より手前で通行止めとなっていまし

た。写真 5 と 6 は、昇仙橋という

観光橋が崩落している様子です。橋

を支える岩盤もろとも崩落している

様子が観察されます。昇仙橋の近く

に矢びつ温泉の源泉が存在してお

り、後述のとおり温泉の変化に関

する源泉調査を行いました。写真

写真 3　地震断層の延長線上にある杉林の地滑りの様子。 写真 4　矢びつダム付近、国道 342 号の土砂崩れの様子。

ここより手前で通行止になっていました。この先には橋

桁が崩落した祭畤（まつるべ）大橋があります。

写真 5　矢びつダム下流部にかかる昇仙橋の崩落の様子。

岩盤もろとも崩落していました。中央に見える黒いパイ

プは地震前に使用していた温泉の送湯管です。

写真 6　矢びつダム下流部にかかる昇仙橋の崩落。白く

見えるパイプは地震後に新たに架けられた温泉の送湯管

です。
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5 の橋と一緒に崩落し、岩に絡まっ

ている黒いパイプは、地震前に使用

していた温泉の送湯管です。なお矢

びつ温泉では、地震後すぐに写真 6

に見られる新しい白い送湯管が架け

られて通常営業を行っていました。

3.2. 荒砥沢（あらとざわ）ダムの大
規模な地滑り
　栗原市の二迫川上流に位置する

荒砥沢ダム（写真 7）では、大規模

な地滑りが発生しました（写真 8）。

地滑りを起こした地層は主に凝灰岩

からなります。

　地震発生直後、ダム堤に上がり、

地滑りを目撃された地元の方に聞

き取りを行ったところ、ダム湖に 3

～ 4m の津波が発生したということ

でした。地滑りの先端部がダム湖に

突っ込み、大量の土砂が流れ込んだ

様子が観察されます（写真 9）。

　ダム湖北岸から上流部にかけての

道路では、地割れが生じていました

（写真 10）。この道路の先は地滑り

によって全て流されていました。写

真 11 と 12 は地滑りによって崩壊

したダム湖の上流部です。もともと

生えていた木が立ったまま、地盤が

ブロック状に滑っている様子が観察

されます。また、くの字に変形した

道路のアスファルトが無惨に残って

いました（写真 12 の中央部）。

　幸いなことに今回の地震では、ダ

ム堤に少し割れ目が生じた程度で、

ダム本体が決壊することはありませ

んでした。

写真 7　荒砥沢ダムは、石を積み上げて作られたロック

フィルダムです。ダム堤本体にはほとんど被害が認めら

れませんでした。

写真 8　ダム湖南岸から撮影した、荒砥沢ダム上流の大

規模な地滑り。地震後はダム湖の水位を下げています。

写真 9　地滑りによって大量の土砂がダム湖に流れ込ん

でいます。地元の目撃者によると、ダム湖に 3~4mの津

波が発生したという話です。

写真 10　地割れにより、下の地層がむき出しとなった、

ダム湖北岸の道路。これより先の道路は、地滑りによっ

て滑落していました。
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写真 11　ダム湖北岸から見た、地滑りの様子。生えてい

た樹木ごと湖に向かって滑っていました。

写真 12　写真中央部の、くの字に見える黒い物体（矢印）

は、地滑りによって崩壊した道路のアスファルトの残骸

です。

4.　温泉の変化
　今回の地震において、東北大学大

学院理学研究科地学専攻の大槻憲四

郎教授らの調査により、地震発生の

前後で温泉の量や温度に変化があっ

たという記事（平成 20 年 7 月 3 日，

朝日新聞）が掲載されました。

　そこで温泉地学研究所では、大槻

教授の協力のもと、量や温度に変化

があった温泉について、地震の前後

に温泉の化学成分に変化があったか

どうかに着目し、現地で源泉の調査

をおこないました。温泉地学研究所

は、温泉分析の登録分析機関である

とともに、地震・火山の観測監視を

行っている研究所です。そこで今回

の調査では、今後神奈川県内の温泉

を調査することで何らかの地震の前

兆が見つけられないか、その可能性

を探ることも目的としました。

　本調査では、営業を再開していた

鳴子温泉、東鳴子温泉、川渡（かわ

たび）温泉、山武温泉、矢びつ温泉

の各源泉を対象としました。調査

方法は、現地において、泉温、pH、

電気伝導度、揚湯量を測定し、採水

を行いました（写真 13、14）。持

ち帰った温泉水は、研究所において

鉱泉分析法指針に沿って成分分析を

行いました。地震発生前の温泉の

データは、浴場に掲示されている温

泉分析書のデータを使用することに

しました（写真 15）。また、各源泉

所有者から聞き取り調査を行いまし

た（写真 16）。

　詳細な分析結果については、板

寺ほか（2008）に掲載されていま

す。まず、地震前と地震後に温泉の

成分に変化があったかどうかについ

写真 14　地震前に湯量が増えたという川渡温泉の源泉で

す。東北大学の大槻教授によって、ラドン計が設置され

ていました。

写真 13　現地で、温度・pH・電気伝導度・湯量を測定し、

採水を行いました。採取した温泉水は研究所で鉱泉分析

法指針に準じて分析しました。
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てデータを比較したところ、大きな

変化は認められませんでした。ただ

し、聞き取り調査では、地震発生直

後に温泉が黒ずんだ等の証言があり

ました。今回の調査日程は、地震発

生から約 1 ヶ月経過していたため、

地震発生直後には一時的に何らかの

変化があったものの、しばらくする

と元の成分に戻ってしまった可能性

も否定できません。また、同じく聞

き取り調査では、地震発生前から温

泉の湯量が増加したという源泉があ

りました。これも定量的なデータで

は無いため詳細な議論はできません

が、地震発生前から被圧地下水に何

かしらの圧力の変化が生じていたこ

とをうかがわせます。

5.　おわりに
　今回の調査では、これまでの地震

被害そのものに注目した調査に併せ

て、地震による温泉の変化に着目し

て調査を行いました。今回の調査で

痛感したことは、常日頃の観測にお

いて如何に定量的なデータを記録し

ているかということです。温泉地学

研究所のボランティア組織である

「なまずの会」では地下水位観測と

温泉温度観測をおこなっています。

通常は大きな変化がないかもしれま

せんが、地道に観測を続けていくこ

とで何かが見えてくることを期待し

ています。
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写真 16　川渡温泉の源泉では、所有者の方自ら温泉水の

採取に協力していただきました。話によると、地震前に

湯量が増え、天井まで吹き上げたとのことです。また、

地震後には湯の華が黒色に変化したそうです。

写真 15　地震前の化学成分は、浴場に掲示されている温

泉分析書のデータを使用します。温泉分析書は、登録分

析機関が鉱泉分析法指針に基づいて作成しますので、一

定の分析水準は守られているものと考えられます。




